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第43回国民体育大会

宇治市基本計画を策定

六
十
三
年
京
都
国
体
宇
治
市
準
備
委
員
会
（
会
長
池
本
正
夫

市
長
）
第
三
回
総
会
が
、
六
月
一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
昭
和
六
十
年
度
の
運
営
方
針
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
、

さ
ら
に
夏
季
・
秋
季
大
会
の
競
技
開
催
地
と
し
て
業
務
を
Ｒ
滑

に
進
め
る
た
め
「
京
都
国
体
宇
治
市
基
本
計
画
」
を
策
定
。
二

十
一
項
目
に
つ
い
て
、
総
力
を
挙
げ
具
体
化
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲準備委員会第3回総会（6月1日、市役所議会棟で）

早
治
市
準
備
委
員
会
第
三
回
総

会
は
、
六
月
一
日
、
委
員
ら
約
九

十
六
の
出
席
で
開
会
。

本
市
が
夏
季
ｔ
ハ
会
、
秋
季
大
会

｀
の
競
技
開
催
地
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る
業

務
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

京
都
国
法
落
市
基
本
計
画
か
栄

定
し
ま
し
た
。
基
本
計
画
は
、
「
大

会
旗
、
。
焙
火
リ
レ
ー
及
び
式
芦

「
部
喪
」
「
道
路
関
連
施
設
」
「
宿

泊
」
「
衛
生
」
「
市
民
運
動
」
な

ど
二
十
一
項
目
か
晟
り
、
業
務

推
進
の
基
本
忿
ポ
し
て
い
ま
す
。
。

ま
た
、
六
十
年
度
運
営
方
針
に
、

「
京
都
国
体
開
催
が
正
式
決
定
さ

れ
次
第
、
現
準
備
委
員
会
を
実
行

委
員
会
に
改
め
、
体
制
の
拡
充
と

強
化
を
図
る
と
共
に
、
具
体
的
な

諸
事
業
を
推
進
す
る
」
「
開
催
を

契
機
に
美
し
ぐ
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も

っ
た
社
会
つ
く
り
を
め
ざ
し
、
宇

治
市
民
と
し
て
の
新
し
い
自
党
と

熱
意
協
力
を
も
っ
て
、
組
織
的
、

全
市
的
な
運
動
を
恒
久
的
に
進
め

る
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
」
こ
と

を
定
め
ま
し
た
。

妄
り
に
こ
の
運
営
右
針
に
凰
つ

い
て
六
十
年
度
事
業
計
画
か
栄
定
。

「
市
民
ス
ポ
ー
痙
錫
の
推
進
」

「
啓
も
う
・
啓
発
・
市
民
運
動
の

推
進
」
「
国
体
調
査
活
動
の
吉
原

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
決
定
。

ふ
築
は
、
六
つ
の
専
門
委
員
会

で
内
容
を
誉
り
に
具
体
化
、
京
都

六
十
三
呈
只
都
国
体
で
の
本
市

開
催
皿
授
種
別
が
、
京
都
府
準
備

委
員
会
第
十
回
総
会
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

水
泳
で
は
成
年
男
子
二
部
が
加

わ
り
、
サ
″
カ
ー
は
少
年
男
子
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
成
年
男
子
一
・

二
部
と
少
年
女
子
が
行
ｐ
れ
未
了
。

ま
た
、
「
よ
り
開
か
れ
た
国
体
」

と
し
て
二
巡
目
の
京
都
国
体
か
ら

初
め
て
実
施
さ
れ
る
デ
モ
ン
ス
ト

………京都国体宇治市開催競技の種別

摘要

水球は京都市

種‥別

成年男子1部一

成年男子2部一

小年男子

成年女子

少，年女子

競技

水泳季
大
会

４
使
用
済
み
乾
電
池
を
麻
袋
に
入
れ
・
’
・
ラ
ッ
ク
へ

（
6
月
1
0
日
、
城
陽
市
に
あ
る
長
谷
山
清
掃
工
場
で
）

城
南
衛
生
管
理
組
合
・
長
谷
山
清

掃
工
場
に
集
積
さ
れ
て
い
た
使
用

済
み
乾
電
池
の
一
部
が
、
六
月
十

日
、
北
海
道
常
呂
郡
に
あ
る
処
理

場
へ
第
「
便
と
し
て
発
送
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
搬
出
さ
れ
た
乾
電

池
は
、
宇
治
、
城
陽
、
八
幡
、
久

御
山
、
宇
治
田
原
、
井
手
の
三
市

三
町
か
ら
回
収
さ
れ
た
総
量
十
四

丿
の
夕
♀
ノ
（
約
十
七
万
個
）

で
。
九
個
の
大
き
な
麻
袋
に
詰
め

ら
れ
、
国
鉄
コ
ン
テ
ナ
で
一
路

北
海
道
へ
。
水
銀
処
理
業
者
の
手

に
渡
り
、
適
性
処
理
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

筒
型
乾
電
池

燃
え
る
ぎ
あ
収
集
日
に

市
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
使

用
済
み
筒
型
乾
電
池
の
分
別
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
用
に
な
っ
た
筒
型
乾
電
池
を

ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合
は
、
筒
型

乾
電
池
だ
腿
纂
萌
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
、
口
を
し
っ
か
り
し

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

日
の
う
ち
月
・
火
・
水
曜
日
に
当

た
る
日
に
、
市
の
収
集
車
で
燃
え

る
ゴ
ミ
と
区
別
し
て
行
い
康
司

こ
の
た
め
、
必
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と

は
分
け
て
定
点
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
ボ
タ
ン
型
電
池
は
従
来

ど
お
り
、
ボ
タ
ン
型
電
池
回
収
箱

（
電
気
店
、
カ
メ
ラ
店
、
時
計
店
な

ど
に
設
置
）
へ
。

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ず

471
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国
体
の
成
功
に
向
け
て
、
業
務
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
泳
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

開
催
競
技
種
別
″
決
定

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
も
決
定
。
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
綱
引
き
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
四
競
技
で
、

老
若
男
女
各
層
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン

グ
は
個
人
、
そ
の
外
は
団
体
と
な

っ
て
お
り
、
参
加
や
選
抜
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
決
定
さ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
奮
闘

く
だ
さ
い
。成年男子し

Ｌ部・2部は

久御山町

飛び犬込み

少年男子Ｘサッカ

成年女子は

山城町・精華町

少年男子は

加茂町・和束町

成年男子1部

成年男子2部

少年女子

ト
ル

フ
ー

ソ
ボ

季
大
会

7月14日オープン

七
月
十
四
日
側
か
岳
柴
公

園
（
五
ヶ
庄
三
番
割
官
有
地
）

と
西
宇
治
公
園
（
小
倉
町
蓮
池
）

に
あ
る
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

両
プ
ー
ル
に
は
、
五
十
μ
プ

ー
ル
と
幼
児
用
プ
ー
ル
が
併
設

さ
れ
て
い
水
子
。
こ
と
し
も
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
多
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
『

▼
開
場
日
時
…
左
表
、
た
だ

し
光
化
学
ス
モ
″
グ
や
雨
天
で

水
温
が
低
下
し
た
場
合
な
ど
、

休
止
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼市民プール一般利用の開場日程

ト
母
と
子
の
水
泳
教
室
（
黄
葉
公
園
で
）

入
場
料
・
・
大
人
二
百
円
、
中
学

生
以
下
五
十
円
、
コ
イ
ン
ロ
″

カ
ー
些
回
百
円
。

ま
た
、
七
月
八
日
か
ら
千
二

日
と
十
五
日
か
ら
二
十
日
の
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間
、

両
プ
ー
ル
と
も
団
体
に
よ
る
専

用
使
用
が
で
き
ま
す
。
専
用
使

用
料
は
、
一
時
間
に
つ
き
五
千

円
で
す
。

申
し
込
み
は
、
使
用
予
定
日

の
五
日
前
ま
で
に
、
体
育
協
会

事
務
所
（
黄
聚
公
園
内
、
豊
⑩
1

9
0
5
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）
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き
ょ
ラ
七
月
一
日
か
ら
「
青
少

年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

最
近
の
小
・
中
学
生
の
問
題
行

動
を
み
る
と
、
万
引
を
中
心
と
す

る
窃
盗
を
は
じ
め
、
悪
質
な
い
じ

め
・
い
や
が
ら
せ
が
増
加
し
、
な

か
で
も
問
題
行
動
に
占

め
る
女
子
の
割
合
が
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
校
拒
否
な
ど

の
非
社
会
的
問
題
行
動

は
相
穿
石
ら
す
増
加
の
傾
向
を
示

し
、
更
に
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
暴

走
行
為
や
シ
ン
ナ
ー
遊
び
も
依
然

と
し
て
後
參
絶
ち
ま
せ
ん
。

青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
に

は
、
’
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
互
い

に
連
携
か
涌
一
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。こ

の
期
間
中
、
市
の
「
青
少
年

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
少
年
補
導
委

員
に
よ
呑
街
頭
補
導
活
動
を
は
じ

め
、
社
会
蓉
萍
化
活
動
と
し
で

書
店
や
興
業
場
な
ど
の
立
ち
入
り

調
喜
奥
施
。
特
に
関
係
業
者
へ

と
お
り
で
す
。

青
少
年
問
題
講
演
会

▼
と
き
・
：
8
月
4
日
間
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
（
折
居
台
一
丁
目
、
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
▼
テ
ー
マ
…
「
現
代

の
要
ｔ
揺
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
青
少
年
の
心
理
を

的
確
に
と
ら
え
、
青
少
墨
輯
に

生
か
す
た
め
に
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
対
象
は
、
青
少
年
健
全
育
成

団
体
の
指
導
者
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
日
程
は
、
次
の

少
年
の
心
理
と
指
導
」
▼
講
師
…

滋
賀
県
立
淡
海
学
園
長
、
山
本
貞

夫
さ
ん
。
（
青
少
年
対
策
室
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
に
、
こ
と
し
も
「
社
心
一
を

明
る
く
す
る
運
動
」
が
全
国
で
展

開
さ
れ
ま
す
。

社
会
を
明
る
ぐ
す
る
運
動
宇
治

地
区
実
施
委
員
会
で
は
、
地
域
活

動
の
一
層
の
推
進
に
よ
る
少
年
非

行
の
防
止
と
更
生
へ
の
援
助
を
重

点
目
標
に
、
次
の
運
動
奎
行
い
ま

す
。
市
民
の
雪
兄
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
7
日
間
一
、

午
後
2
時
か
ら
▼
集
ふ
易

所
・
：
宇
治
橋
通
り
御
旅
所
前
▼
内

寮
・
・
○
パ
レ
ー
ド
ー
御
旅
所
か
ら

宇
治
橋
西
詰
め
ま
で
皇
朧
啓
も

う
上
来
宇
治
、
宇
治
、
小
倉
、
大

久
保
地
区
な
ど
刄

（
「
社
明
」
運
動
宇
治
地
区

実
施
委
員
会
）

競
技
な
ど
2
1
項
目
具
体
化準

備
委
員
会
第
3
回

総
会
で

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

7
月
は
全
強
調
月
間

使
用
済
み
乾
電
池
1
0
ト
ン

が
北
海
道
へ

市民プ－ルで泳ごう
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江
戸
時
代
に
入
る
と
、
農
業

も
綿
や
菜
種
な
ど
の
農
作
物
に

み
ら
れ
る
ぶ
つ
に
、
堅
匹
を
目

的
と
し
た
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
れ
、
今

ま
で
自
給
肥
料
で
あ
っ
た
し
尿

や
草
だ
け
で
は
、
採
草
地
の
減

少
や
商
品
作
物
の
栽
培
の
増
大

伊
勢
田
村
の
北
川
家
で
は
、
弘

貼レｌ

論余
難難

如ブヒ

庄
の
西
川
家
で
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
正
月
に
六
十
五

荷
を
購
入
し
て
い
る
。
特
に
冬

期
は
寒
肥
と
し
て
、
多
く
の
し

尿
を
必
要
と
し
た
の
忿
戈
一
う
。

し
ぶ
し
、
竿
治
川
に
し
尿
船

を
通
行
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
淀
船
方
や
伏
見
船
方
と
茶

師
・
農
民
と
の
間
で
、
通
行
権

を
め
ぐ
っ
て
、
た
び
た
び
争
い

ｍ
こ
し
て
い
た
。
最
良
早
い

例
と
し
て
は
、
寛
永
七
年
（
一

六
三
〇
）
、
宇
治
茶
師
が
伏
見

よ
趾
禦
行
蔵
を
運
送
し
て
い

が
山
や
川
の
普
漂
た
め
、
伏
に
、
素
川
の
通
行
の
必
要
性

見
で
購
入
し
た
杭
木
監
鯉
慰
余
ｒ
て
、
再
々
、
伏
見
奉
行

五
ヶ
庄
へ
運
送
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
伏
見
船
方
に
見
つ
け
う
れ
、

違
法
な
運
送
と
し
て
、
村
船
と

諸
道
具
が
没
収
さ
れ
た
上
、
今

後
は
Ｌ
尿
船
と
い
辰
£
学
治

川
の
通
行
は
認
め
な
い
旨
の
裁

許
が
、
伏
見
奉
行
か
ら
言
い
渡

宇
治
川
通
行
権
の
争
い

で
、
肥
料
の
絶
対
量
祭
司
、
こ
の
宍
に
毒
で
は
、
し

病
偏
～
の
と
し
て
干
Ｓ
尿
逼
入
し
て
い
た
が
、
購
入

や
油
粕
、
都
会
の
に
謳
な
芦
か
先
は
．
主
と
し
て
京
都
で
あ
っ

用
い
ら
れ
た
。

特
に
、
宇
治
に
多
か
っ
た
茶

園
は
、
普
通
の
畑
と
比
較
し
て

多
く
の
し
尿
が
必
要
で
あ
り
、

茶
農
家
で
か
な
り
の
し
尿
を
購

入
し
て
い
た
と
考
え
知
れ
る
。9月15日（祝）に開催

た
。
京
都
で
購
入
に
巡
し
尿
の

運
送
は
、
五
ヶ
庄
で
あ
れ
ば
、

高
瀬
川
に
よ
っ
て
伏
見
浜
ま
で

運
び
、
そ
こ
か
ら
宇
治
川
か
還

上
り
岡
屋
の
浜
ま
で
輸
送
し
て

い
た
。

た
た
め
、
淀
船
方
が
こ
の
し
尿

船
通
行
の
差
し
止
め
を
訴
え
た

も
の
が
あ
る
。
裁
許
の
結
果
、

淀
船
の
言
い
分
が
通
り
、
茶
師

に
よ
る
し
尿
船
の
通
行
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

し四
〇
）
に
も
争
評
起
こ
っ
た
。

こ
の
年
の
春
、
五
ヶ
庄
の
百
姓

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
ヶ

庄
百
姓
ら
は
し
尿
を
牢
治
川
で

運
挙
葛
こ
と
が
出
来
な
け
れ

ば
、
伏
見
よ
り
牛
車
で
運
ば
な

け
れ
ば
な
ら
ヂ
、
経
費
や
時
間

か
か
か
る
上
、
畑
へ
は
三
割
ぐ

ら
い
し
か
肥
料
冷
施
す
こ
と
が

出
来
な
ぐ
な
り
、
収
穫
は
か
な

血

参
加
は
申
し
込
み
制
に

市
で
は
、
昨
年
十
月
に
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
の
を
機
に
、
従
来
の
敬
老
会

を
見
直
し
、
こ
と
し
の
敬
老
会
は
、
は
が
き
申
し
込
み
制
と
し
、
九
月
十
五
日
に
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
申
し
込
み
受
け
付
け
は
七
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
多
数
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
楽
し
い
敬
老
の
日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
ブ

ト
お
祝
い
の
赤
ざ
ぶ
と
ん
を
贈
る
池
本
市
長
（
5
8
年
の
敬
老
会
）

所
へ
通
行
を
認
め
る
よ
う
訴
え

た
。
そ
の
か
い
が
あ
っ
て
、
よ

弓
癩
く
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

四
月
、
伏
見
奉
行
立
ち
合
い
の

下
で
、
五
ヶ
庄
役
人
と
伏
見
船

方
と
が
話
ｋ
□
、
小
船
に
よ

る
に
羨
の
運

送
だ
け
を
認

め
る
と
り
つ

こ
と
で
和
解

し
た
。

文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）

に
は
、
伏
見

浜
使
用
料
の

支
払
い
牽
め

ぐ
る
争
い
が

あ
り
、
」
尿

の
運
送
で
は
、

百
姓
は
苦
労

し
た
こ
と
が

7月1日～31日

はがきで受け付け

高
齢
化
社
会
が
到
来
し
、
本
市

で
も
老
齢
人
口
が
増
大
。
今
後
と

も
毎
年
数
百
人
が
増
え
続
け
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
水
子
。

昨
年
の
敬
老
会
は
、
約
七
千
八

百
人
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

□□

表（あて先）

郵便はかき
つ［亘］ロ］圃□

分
か
る
。
宇
治
川
の
水
運
は
、

豊
臣
秀
吉
に
ょ
ゑ
落
川
付
け

替
え
の
た
め
、
機
能
は
従
来
と

比
べ
て
地
方
的
な
も
の
と
な
っ

た
と
は
い
え
、
宇
治
川
沿
岸
で

牛
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
。

重
要
な
役
割
奎
釆
だ
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
（
歴
史
資
料
館
）

▲争いを伝える古文書

に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
敬
老
会
一
事

業
か
促
来
の
形
態
で
実
施
す
る
こ

と
が
難
し
て
な
っ
て
き
ま
し
た
。
゛

そ
の
た
め
市
で
は
、
敬
老
会
の
今

後
の
あ
弧
方
奮
夜
討
す
る
た
め
に

敬
老
心
一
事
業
検
討
懇
談
会
を
設
け
、

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
敬
老
会
一
事

業
か
次
の
要
領
で
実
施
ず
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

屡
1
」

▼
会
場
・
：
文
化
心
一
館
（
折
居
台
一

丁
目
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で

行
い
康
ｙ
。

▼
実
施
日
…
9
月
1
5
日
繋
汐
と

し
、
午
前
・
午
後
各
1
回
。
申

し
込
み
数
が
少
な
い
場
合
は
1

回
。

▼
招
待
老
人
の
範
囲
・
・
・
市
内
在
住

で
、
7
0
歳
以
上
の
約
二
千
五
百

・
人
。
参
加
の
方
法
は
申
込
制
で
。

ｙ
輸
送
体
制
・
：
従
来
ど
お
征
路
線

バ
ス
な
ど
で
。
専
用
停
車
場
や

時
刻
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ

り
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
示
ｙ
。

▼
式
典
と
催
し
・
・
・
催
し
も
の
に
つ

い
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
（
歌

蕪
漫
才
）
、
広
沢
駒
蔵
（
浪
曲
）
、

正
司
敏
江
・
玲
児
（
漫
才
）
な

芦
ヲ
ロ
の
芸
能
シ
ョ
ー
を
予
罵

▼
記
念
品
…
参
加
者
だ
け
に
会
場

で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
敬
老
祝
金
の
支
給
方
法
・
：
会
場

で
お
渡
し
ず
る
の
で
は
憲
く
、

地
域
ご
と
に
日
時
と
場
所
を
定

め
、
尋
呼
取
り
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
求
ｙ
。
地
域
ご

と
の
日
時
と
場
所
に
つ
い
て
は
、

。
後
日
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
毒
ｙ
。
（
福
祉
課
）

市
民
ア
ー
．
リ
エ

油
絵
コ
ー
ス

あ
な
た
も
油
絵
怠
芯
て
み
ま

せ
ん
か
。
受
講
は
初
心
者
が
対
象
。

▼
日
程
・
内
容
…
左
表
▼
時
間

・
・
・
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
心
一
場
・
：
小

倉
公
民
館
▼
対
象
・
：
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
す
る
、
一
般
社
会
人

（
学
生
ふ
徒
を
除
ぐ
）
▼
指
導
…

パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
会
員
、
橋

本
幸
志
さ
ん
▼
教
材
費
・
：
千
円
▼

市民アトリエの日程表

月日 －アーマ

7／16火油絵の用材と用具の説明と使い方

23火 静物Ａ「くだもの」の描き方

30（火）「くだもの」完成

8／6火 静物Ｂ「花」の描き方

13火「花」完成

20火 静物Ｃ「人物」の描き方

27火「人物」完成

＜3＞宇治市中央公民館…折居台

1の1（ｎ⑩ｉ．411）

○宇治市宇治公民館…宇治里’

・尻71の9（豊⑩2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内

畑34の7（ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町

寺内91（酋⑩ｉ687）

道
具
・
・
・
各
自
で
用
意
▼
定
員
・
：
2
0

人
（
6
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
1
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
7
月
9
9
脚
ま
で
に
小

倉
公
民
館
へ
。
（
小
倉
公
民
館
）

夏
休
み

親
子
手
芸
教
室

長
い
盲
休
み
の
一
日
を
、
親
子

で
楽
し
ぐ
交
流
し
な
が
ら
、
手
芸

に
ア
タ
″
ク
し
ま
せ
ん
か
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
7
月
2
3
日
脚

Ｌ
壁
か
け
の
帽
子
、
2
6
日
幽
＝

花
瓶
に
も
な
る
鉛
筆
立
て
、
3
0
日

叫
＝
作
品
の
仕
上
げ
と
観
賞
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
会
場
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
親
子
（
小
学
校
4
年

生
以
上
）
で
3
回
共
参
加
で
き
る

人
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

指
導
・
・
・
宇
治
公
民
館
手
芸
サ
ー
ク

ル
会
員
▼
教
材
費
・
：
五
百
円
▼
持

参
品
・
・
・
は
さ
み
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
、

定
規
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
新
聞
紙

▼
申
し
込
み
三
落
公
民
館
へ
電

話
か
来
館
で
。
7
月
1
日
間
か
ら

受
け
付
け
。
（
宇
治
公
民
館
）

児
童
文
学

会
の
多
い
こ
の
時
期
、

未
来
を
託
す
子
Ｅ
Ｔ

た
ち
に
、
私
た
ち
は

何
盈
尤
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
講
師
の
お
話
を

聞
吝
な
が
ら
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。宇

治
公
民
館
で
は
、
児
童
文
学

サ
ー
ク
ル
と
共
催
で
、
児
童
文
学

講
演
会
忿
叩
策
す
。

▼
と
き
・
：
7
月
1
6
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
療
洽
公

民
館
3
階
盃
温
室
▼
テ
ー
マ
・
：

「
子
戸
も
の
ま
で
曼
化
－
そ
と

も
た
ち
に
何
監
党
る
か
」
▼
講

師
・
：
京
都
女
子
大
学
教
授
、
中
川

正
文
さ
ん
▼
参
加
・
・
・
直
接
会
場
へ
。

入
場
無
料
▼
保
育
・
・
・
一
歳
以
上
の

幼
児
を
1
5
人
ま
ｍ
ｕ
し
掌
ｙ
。
’

ｉ
ｌ
Ｈ
9
≪
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
申

し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
お
や
つ
代

と
し
て
5
0
円
が
必
要
で
す
。
7
月

’
1
日
傭
か
ら
受
腿
可
け
。

（
牢
治
公
民
館
）

巨
椋
池
の

蓮
を
観
賞
す
る
会

し
夏
の
風
物
詩
－
蓮
（
ハ
ス
）
・
の

花
を
観
賞
し
な
が
ら
、
ス
ケ
ッ
チ
、

写
真
撮
影
、
俳
句
作
り
な
ど
を
し

て
、
か
つ
て
の
巨
椋
池
を
し
の
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

ヽ
▼
と
き
…
7
月
2
1
日
面
、
午
前

9
時
Å

町
遊
田
、
西
村
令
萄
さ
ん
宅
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
の
人
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
▼
定
員
…
5
0

人
▼
申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に

「
蓮
か
観
賞
す
る
会
参
加
希
望
い
と

明
記
し
、
参
加
者
舎
貝
の
氏
名
、

年
齢
、
代
表
者
の
住
所
、
電
話
番

号
か
書
い
て
、
7
月
1
3
Ｂ
出
ま
で

に
小
倉
公
民
館
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）
’

読み聞かせ紙芝居

おはなし会

ほゑ牡邨よ：参し会ときフ月10日・24日’ａａ午後3時～3時半しょ←）、ぬ臨保辿ｊＴ↑↑Ｔ3）対象幼児ｔ小学校低学年・．

問い合わせ中一央図書館かーニクル・絵本の会

後藤さ．んＳ（2｜）8991

472

▼
申
し
込
み
期
間
…
7
月
1
日
間

か
ら
3
1
日
困
ま
で
（
7
月
3
1
日

、
の
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
方
法
…
は
が
き
で
。

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
福
祉
事
務
所

福
祉
’
課
行

あ
て
先
は
、
宇
治
市
福
祉
事
務

所
、
福
祉
課
。
左
の
書
式
に
従

っ
て
お
書
肯
ぐ
だ
さ
い
。
記
入

が
不
十
分
な
場
合
や
電
話
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
で
孝
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
多
数
の
握
－
は
、
抽

選
の
上
、
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
希
望
時
間
（
午
前
の

部
・
午
後
の
部
）
に
つ
い
て
は
、

ご
希
望
ｚ
お
り
に
な
ひ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

裏………

∧敬老会参加申込書

住所犬／……

氏名（ふりがな）‥‥‥‥

電話番号＝十＼

生年月日‥‥‥‥年齢

希望時間（レ＞ト）

※午前の部か午後の部か：ど
ちらかを記入してくださ

＜し・。プ六。ト

利用する交通機関（＼）

※市が運行するバス、自家
犬用車、その他のいずれか

を記入してください。

申
し
込
み
あ
ん
な
い

福祉事務所福祉課

敬老会は文化セ

ンターで

宇
治

市
史

の
窓

こ

実
施
要
項

公民館のお知らせ
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空き地の雑草
今
、
市
内
の
空
き
地
で
は
、
雑

草
が
夏
の
日
差
し
を
溶
び
て
、
ぐ

ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
ま
す
。
お
い
茂

っ
た
雑
草
は
、
害
虫
の
繁
殖
場
と

な
る
外
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を
招

い
て
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
さ
ま

ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

市
で
は
、
近
隣
か
ら
一
古
情
の
あ

っ
た
空
き
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、

空
き
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

指
導
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
章
刈

り
条
郷
に
萬
つ
く
も
の
で
、
昭
和

五
十
八
年
度
の
指
導
件
数
は
千
三

十
二
件
に
も
上
っ
て
い
康
ｙ
。

今
年
も
「
事
前
通
邸
を
送
付
≒

空
き
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
近
ぐ
の
空
き
坤

の
雑
草
で
困
っ
た
時
は
、
環
境
保
。

全
課
ま
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。
調

査
の
上
、
所
有
者
に
指
導
し
ま
す
。

卜
草
刈
り
で
快
適
な
生
活
環
境
を

な
お
、
人
手
不
足
な
ど
で
所
有

者
が
草
刈
り
出
来
な
い
場
合
は
、

市
へ
の
委
託
制
度
も
あ
り
圭
°
＼

（
1
平
方
肩
に
付
き
四
十
円
）
。
詳

し
ぐ
は
、
環
境
保
全
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
（
環
境
保
全
課
）

青
少
年
ボ
ラ
″
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
キ
ｔ
″
プ

今
回
は
、
老
人
ホ
ー
ム
で
寄
宿

し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

体
験
し
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
0
日
㈹
～
2
2
日

團
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
明
星
園
、
桃

花
苑
（
共
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
▼
対
象
…
高
校
生
以
上
▼
定
～

員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
一

千
円
▼
申
し
込
み
・
：
7
月
1
日
か

ら
1
3
日
出
ま
で
に
宇
治
ボ
ラ
ン
テ

″
ア
バ
ン
ク
（
登
⑩
5
6
5
4
）

横
島
町
吹
前

小
西
瑠
見
子
ち
ゃ
ん

を
8
月
2
7
日
㈹
の
午
後
1
時
半
か

ら
開
催
。
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
会

館
で
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

宇
治
市
福
祉
バ
ザ
ー

。
▼
と
き
…
7
月
1
4
日
間
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
道
第
二

小
学
校
。

『
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
い
に
心
身
障

害
者
共
同
作
業
所
の
運
営
資
金
、
’

』
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
お
せ
ち
料

理
配
食
事
業
の
資
金
、
市
内
の
各

種
ボ
ラ
ン
テ
丿
鬼
動
へ
の
援
助
、

お
も
ち
や
図
書
館
の
運
営
資
金
に

トるみこちゃんは。・ウサギさんの

おもちゃが大好き。よく食べよく

し寝る、トとっても健康な女の子です。

＼この欄に掲載するお子＊Ａ（59

上年7月生まれ）を募集しています。

広報課へｇ連絡ください。

福
祉
の
町
づ
く
り

。
市
で
は
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備

要
綱
」
を
定
め
、
公
共
施
設
は
も

ち
ろ
ん
民
間
施
設
で
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
未
了
。
今
回
、
次
の

事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

日
新
地
所
㈱
の
貸
店
舗
（
菟

道
）
ふ
覚
信
用
金
庫
伊
勢
田
支

店
（
伊
勢
田
）
。
（
福
祉
課
）

ち
び
っ
子
横
丁

『
ち
び
っ
子
横
丁
は
、
・
’
夏
休
み
の

間
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊

べ
る
ぷ
っ
に
、
町
内
の
道
路
を
車

上林春松あて古田織部書状（宇

治上林記念館蔵）
（
江
戸
初
期
）

京阪三室戸駅前自転車等駐車場

2
階
部
分
の

使
用
を
開
始

7月1日から

京
阪
三
室
戸
駅
前
自
転
車
等
駐
用
者
は
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
‘

車
場
の
二
階
部
分
を
、
七
月
一
日
、
二
階
部
分
の
利
用
料
金
は
、
下

側
か
ら
使
用
開
始
し
柔
ｙ
。
表
の
と
お
り
で
す
。
野
天
の
た
め
。

同
駐
車
場
は
、
市
で
初
め
て
の
一
階
部
分
よ
り
は
約
五
割
安
と
な

本
格
的
な
有
料
駐
車
場
と
し
て
、
つ
て
い
未
了
。
な
お
、
利
用
は
自

昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日
に
開
設
。
転
車
に
限
り
ま
す
。
お
申
し
込
み

二
年
半
を
経
た
現
在
で
は
、
ほ
ぼ
ぼ
、
同
駐
車
場
の
管
理
事
務
所
へ
。

満
車
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
利
詳
レ
ｙ
は
、
交
通
労
政
課
（
容
⑩

定

期

1ヵ月 ・1，000円

3ヵ月 2，800円

6ヵ月 5，500円

一時
1日
1回

100円

利
用
料
金
表
（
自
転
車
）

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
吟
（
交
通
労
政
課
）

お
気
軽
に
ご
利
用
を

市
で
は
家
庭
の
不
唇
習

生
か
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
六

月
一
日
か
ら
不
用
品
情
報
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
中
の
品
物

〈
提
供
・
・
・
譲
り
ま
す
〉

・
オ
ー
ブ
ン
、
補
助
ペ
ダ
ル
（
エ

レ
ク
ト
ー
ン
用
）
、
洗
濯
機
、

換
気
扇
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
コ
ン

ビ
ラ
ッ
ク
、
歩
行
器
、
ベ
ッ
ド

メ
リ
ー
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
、
和
文

繰り上げ請求は

慎重に

老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

の
支
給
は
、
六
十
五
歳
か
ら
で

す
が
、
希
望
ず
れ
ば
一
（
十
歳
か

滅
額
率
一
覧
表

受給開始年齢 減額率

60歳以上61歳未満 42％

61歳以上62歳未満 35％

62歳以上63歳未満 28％

63歳以上64歳未満 20％

64歳以上65歳未満 11％

7
月
1
日
～
7
日

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
’

〈
希
望
…
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

食
堂
用
子
ど
も
い
す
、
二
段

ベ
ッ
ド
、
応
接
セ
ー
＾
ト
、
整
理

た
ん
す
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
ベ

ッ
ド
ハ
オ
ル
ガ
ン
、
顕
微
鏡
、

自
転
車
、
ふ
と
ん
干
し
、
冷
凍

庫
、
冷
蔵
慮
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

ア
イ
ロ
ン
、
ぶ
ら
ん
こ
、
ル
ー

ム
ラ
ン
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ

″
サ
ー
、
電
動
和
文
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
。

（
商
工
観
光
課
）

息
八
十
四
歳
の
間
で
も
繰
り
上

げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
場
合
、
六
十
五
歳
か

ら
受
給
す
る
金
額
か
ら
年
齢
に

応
じ
て
左
上
表
の
率
で
減
額
。

減
額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
を
。

繰
り
上
げ
受
給
を
ご
希
望
の

人
は
、
よ
く
考
え
て
か
ら
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
ｙ
つ
お
勧
め
し
ま

す
。

現
況
届
は
誕
生
月
に

老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

の
受
給
者
が
毎
年
提
出
す
る
現

況
届
は
、
そ
の
人
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
夕
岑
か

を
調
べ
る
も
の
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時

期
の
約
一
ヵ
月
前
に
襲
探
険

庁
か
ら
郵
送
さ
れ
毒
了
。
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
市

民
課
で
証
明
を
受
け
て
誕
生
月

の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
庁
へ

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

全
国
安
全
週
間

京
都
労
働
基
準
局

473

両
通
行
止
め
に
し
て
開
放
す
る
も

の
で
す
。
ご
希
望
の
町
内
会
は
、

交
通
労
政
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

〈
設
定
規
準
〉

｀
①
近
く
に
遊
び
場
が
無
い
こ
と

②
普
段
、
そ
こ
な
が
遊
び
に
利
用

し
て
い
る
道
路
で
あ
る
こ
と
③
自

動
車
の
う
回
路
が
近
ぐ
に
あ
る
こ

と
④
町
内
0
同
意
が
あ
る
こ
ど
⑤

地
域
住
民
の
協
力
や
、
維
持
管
理

が
出
来
る
こ
と
。
（
交
通
労
政
課
）

・
動
物
愛
護

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▼
作
品
内
容
…
犬
と
人
間
の
触

れ
合
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
▼

応
募
資
格
・
・
・
京
都
府
下
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
▼
応
募
期
限
・
・
・

歴
史
資
料
館
・
普
通
展
か
ら
①

．
古
田
織
部
（
一
五
四
四
～

ニ
ハ
ー
五
）
は
、
豊
臣
秀
吉

の
下
で
戦
功
の
あ
っ
た
武
将

で
、
千
利
休
の
高
弟
七
哲
の

一
人
。
織
部
流
の
祖
と
し
て

武
家
茶
道
を
確
立
し
、
宇
治

茶
師
と
深
い
交
流
か
痔
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
書
状
で
は
、

上
林
春
松
に
対
し
て
手
紙
と

酒
樽
（
た
る
）
の
礼
を
述
べ
、
・

見
本
の
茶
の
評
判
が
よ
か
っ

た
と
記
し
て
い
ま
す
。
普
通

展
で
、
七
月
末
ご
ろ
ま
で
展

示
の
予
定
で
す
。（

歴
史
資
料
館
）
・

7
月
3
1
日
困
▼
問
い
合
わ
せ
・
応
一

募
先
…
宇
治
保
健
所
（
ａ
⑤
2
1

9
1
）
へ
。
（
環
境
保
全
課
）

国
体
啓
発
心
作
品
を
募
集

京
都
府
が
、
六
十
三
年
京
都
国

体
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
5
募
作
品

金
券
集
し
毒
ｙ
。
作
品
点
数
は
何

点
で
も
結
構
で
す
。

▼
作
品
の
内
容
：
字
ど
も
の
縄

跳
び
か
ら
本
格
的
ス
ポ
ー
ツ
競
技

ま
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
も
の
す
べ
て
▼
作
品
の
規
格
・
：

○
絵
画
＝
四
ツ
切
り
以
上
、
画
材

は
ク
レ
ヨ
ン
、
パ
ス
、
水
彩
絵
の

具
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
ｏ
写
真
＝

白
黒
は
四
ツ
切
り
以
上
、
カ
ラ
ー

は
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以

上
○
作
文
＝
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
枚
以
内
▼
応
募
資
格
・
：
○
絵

画
・
作
文
＝
府
下
の
小
。
・
中
・
高

校
生
と
養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒

○
写
真
＝
府
下
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
人
（
写
真
職
業
者
は
除

く
）
▼
応
募
期
限
＝
9
月
2
0
日
面

（
当
日
消
印
有
効
）
▼
5
募
方
法
・
・
・

作
品
の
裏
面
に
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
（
学

校
・
学
年
名
）
、
更
に
写
真
の
場

合
は
撮
影
場
所
と
年
月
日
も
記
入

▼
5
募
・
問
い
合
わ
せ
先
・
・
・
国
体

準
備
室
（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・
宇

治
市
役
所
内
、
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
に
「
体

育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
推
進
絵
画
・

写
真
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
在

中
」
と
明
記
の
こ
と
。
な
お
、
児

童
・
牛
徒
は
在
学
中
の
各
学
校
へ

提
出
▼
入
選
作
品
（
知
事
表
彰
）

の
発
表
…
1
1
月
（
予
定
）
。

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
Ｌ
ま

せ
ん
。
『
優
秀
作
品
は
、
京
都
国
体

啓
発
用
に
ポ
ス
タ
ー
化
さ
れ
康
司

写
真
入
選
作
品
で
は
、
ネ
ガ
か
提

出
し
て
い
た
ダ
血
合
が
あ
り
ま

す
。
（
国
体
準
備
室
）
。

留
学
生
の
民
泊
家
庭
を
募
集

『
関
西
外
国
語
大
学
で
は
、
九
月

に
来
日
す
る
外
国
人
学
生
の
受
け

入
れ
家
庭
客
葉
。
’
特
別
の
配
慮
、

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
を
話

せ
な
ぐ
て
も
、
辞
書
を
片
手
に
十

分
意
思
は
通
じ
ま
す
。

▼
受
廿
入
れ
期
間
・
・
・
9
月
～
1
2

月
ま
で
の
4
ヵ
月
▼
謝
礼
・
・
・
月
額

五
万
三
千
円
（
Ｈ
月
と
1
2
月
は
暖

房
費
五
千
円
を
加
算
）
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
関
西
外
回
芙
学
国
際
交

流
課
（
酋
0
7
2
0
0
6
7
5
1
）

へ
。
（
関
西
外
回
哭
学
）

市
民
歩
こ
う
会

。
▼
と
き
・
・
・
7
月
1
4
日
面
、
牛
前

8
時
半
に
国
鉄
宇
治
駅
前
集
合
▼

コ
ー
ス
…
国
鉄
宇
治
駅
↓
山
崎
駅

↓
天
王
山
↓
柳
谷
観
音
↓
長
岡
天

神
（
解
散
）
’
の
約
1
3
ｄ
▼
準
備
品

・
：
弁
当
、
雨
具
、
水
筒
▼
交
通
費

・
：
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
木

村
長
次
さ
ん
（
萱
⑤
3
6
3
3
）

へ
。
雨
天
の
場
合
は
、
7
月
2
1
日

㈲
に
順
褐宇

治
市
水
泳
学
園

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
9
日
㈲
～
8
月

い
1
1
一
日
㈲
の
1
4
日
間
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ

…
黄
壁
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
…
小

学
校
2
年
生
以
上
の
健
康
な
子
ど

も
▼
定
員
・
‥
・
五
百
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
…
六
千
円
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
7
月
1
日
か
ら
王

林
書
店
（
宇
治
橋
通
り
1
丁
目
、

ａ
⑩
3
7
7
7
）
か
、
体
協
黄
槃

公
園
事
務
所
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、

萱
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

母
と
子
の
水
泳
教
室

▼
と
き
…
7
月
1
5
日
間
～
2
0
日

出
の
6
日
間
、
い
ず
れ
も
午
後
5

時
半
～
7
時
半
▼
と
こ
ろ
…
西
宇

治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
定
員
・
：
＝
7
月
1
4
日
・
2
8
日
、
8
月
Ｈ
日
・

母
と
小
学
生
の
3
0
組
（
先
着
順
）
1
8
日
、
9
月
2
3
日
、
1
0
月
9
7
一
日
、
1
1

▼
参
加
費
・
・
・
1
組
五
百
円
▼
申
し
月
4
日
・
2
3
日
○
東
宇
治
高
校
（
酋

込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
電
話
で
。
、
⑩
6
3
9
0
）
屋
外
運
動
場
＝
7

ｘ
‘
月
7
日
、
1
0
月
2
7
日
、
6
1
年
1
月
鎚
び

ぶ
整

二
月
於
回
引

▼
と
き
・
：
7
月
2
0
日
出
～
8
月
・
1
5
日
、
6
1
年
2
Ｂ
Ｔ
－
ｉ
；
日
○
西
宇

Ｈ
日
間
の
毎
土
・
日
曜
日
の
8
日
治
高
校
（
容
⑩
8
3
0
）
屋
外

間
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
運
動
場
＝
7
月
7
日
、
1
9
一
月
8

～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
小
学
校
日
、
6
1
年
3
月
2
日
・
9
日
、
屋

▼
対
象
…
小
学
校
4
・
5
・
6
年
外
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
・
、
屋
外
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お間い合わせ

国民年金

豊田商事の被害者相談

す
す
ん
で
草
刈
り
を
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献血

●30．日（〈株〉関西西友宇治店10時～正午と13時～15時半）

飼えなくなった犬・猫の引き取り

●19日（木幡公民分館10時40分発√小倉公民館10時50分発。旦椋公会堂11時40分発、宇治保健所ｎ時30分着）。その他、毎週月曜日に宇治保健所（ａ（ｇｉ2ｉ9ｉ）で実施。

相談あんない

●青少年相談（19日、市民会館13時～16時）。青少年の悩みごとなど気軽にご相談くだ曹Ｖゝ。ｉ●京都府交通事故相談（3日、17日、京都府宇治地方振興局Ｓ（ｇ）2049、9時～16時）。交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保険

の利用のしかたなど。

¨・¨゛……………………………………………’‥‥‥’…………1

社会福祉協議会の法律（定貝10人ｙ・年｜

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や丿

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談ミ

の日程は，■60年度版「市民カレンダーと1

手びき」に掲載。ご利用ください。……ｌ

自
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夏の大清掃

7月7・14・21日に

・
畳
は
年
一
回
日
光
消
毒
を

市では、・ことしも7月7・14・21日の一日曜日を゛大掃除の日″と

定めました。大掃除は、屋内でも日ごろ清潔を保持しにくい部分を

掃除することで、生活環境をより清潔にします。各家庭で3日間の

うち、都合の良い日を選んで実施してください。

●収集日…大掃除を実施した次回の燃えるゴミ、燃えないゴミの

定期収集日に収集します．：粗大ゴミ…大掃除で出たゴミに限って、

障子戸、マットレス、家具類を燃えないゴミとして収集。その際、

できるだけ小さくまとめてください。コンクリート片、土砂類、Ｐ

ＣＢ除去の「検査済証」の無いテレビ・電子レン■＞＊・クーラーは、

収集しません●ゴミめ出し方…燃えるゴミと燃えないゴミに必ず分

別して、収集日当日に定点へ。なお√新聞やダンボールは、市が実

施している古紙回収事業にご協力を。‥（清掃事務所）
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所Ｓ22－3141）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山、・下居、琵琶、野神、弐番、

17池森．米阪．矢落、若森、・国鉄以南の天神）1白川（全域）

折居合（全域）天神台1～3丁目

づト倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）218神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）
琵琶台（全域）
広野町（小根尾一部）

319盟μ肩肘‰惣ｎｎ、中ぁ、ｉｕｈ）

西大久保府営住宅ｎ～20棟）
広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

く西裏，茶屋裏）
422大久保町．｀（北・ノ山、山’ノ内、．南ノロ，大竹、上ノ山、

’・久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）
523開町（国道筋）広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）
大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノ［トー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）824

羽拍子町（国道筋）゛伊聴・田町（北山、大谷若林井尻、4コ山誤語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

道筋以南の西浦）925伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営倖宅（33～43棟）｀
小倉町（蓮池、堀池、南堀池、尽銀前から南尽信前

1026までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

1127累蓉笥ｙｊＵｔｈ東の新田島）

ま凶ｒ戸ノ肉咳山国齢Ｐｉｄ・ｋのｉｎ幽・天神ｊ

木幡倅尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ1229内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

爛図齢Ｐｉ京のＴＦ山．吏巾）

133Ｏ

余゛影が‰■

こｍＪ趾詔昌丿乱

五ヶ庄（Ｉｔ［ａな、国鉄以東の芝ノ東）
木幡ｍ小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

1531原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

ｘｉｔ（年夥西の芝ノ東．．高峰山）

五ヶ庄（大八木島．上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）168／1明星町（全域）

羽戸山1～4丁目‘志津川（全域）

宇治（山本、乙方、東内．又振、山田）

し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
122寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷ｉｒｌ。西浦一部、梅林官有地、大林一部
223西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂¬部
324福角（国鉄以西）、日皆田、岡本4上村大八木島
425車田一部、平町、一里塚、戸ノ内ｍ島飛地）
525車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
627福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、平野一番割、二番割、三番割一部
829西浦（国鉄以東）、、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
930芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ），中村（さつきヶ丘）
1031南山（Ｂ）、金草原
118／1南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、巾村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
128／2北畠、桧尾、平尾、須留
138／3花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東），御園、御蔵山、畑山田、北揃］園、正中（国鉄以東）町並一部
158／5北御蔵山（平尾）、中御蔵山町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、北島、徳水、16柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

17内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄ｍ西）
18大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
324笠取

白Ｊｌｌ・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

829田原、井ノ尻．旦椋、平盛、南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部．西裏、．寺山（国鉄以西）、930寺山（翠光園団地）

10寺山、大開¬部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南1市道以東）、中島、31石塚（心華寺通り以西）

118／1東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
128／2小根尾、大開一部、尖山一部、宮東（城南荘本通り以西）、宮西、宮北

33野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、18／宮東（城南荘本通り以東）

158／5下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
16蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本．首櫃田巾大垣内陸印志虚川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、17池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

〉つ1な

りがｉ務

‘）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域
122老ノ木、久保、西山ぐ国道以東）、蓮池、寺内一部

3東山ヽ天王ヽ蔭山ヽ吹前ヽ中川原（大川原線以東）ヽ22十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

324寺内、西浦
425南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
526南堀池（大和、田中）堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、627中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）．大谷、西畑．中畑、春日森、－ノ坪、島前、829大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

930中山（近鉄以西）、毛語、若林
1031羽拍子町
118／1蛇塚、弐番（府道以北）、池森．米阪

128／2翁Ａ－‰Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、

138／3戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国詮以北）、小桜
158／5東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
16，南落合（4の通り以降～13の通りまで）
17南浦Ｃ1ＯＯ～ｎｏ、84～98、30～33）大京団地、山廓一部
18南浦、西浦一部、神楽田一部（近一鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、19郡石橋（大川原線以東）

し尿収集の届け出を
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7月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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